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これまでの地理学における金融部門に関す る研究で,あ るいはこのことは趣 く最近までの人文地
「
購 研究轍 にあてぽまるF飾 もあろケが・向 際化」過麟 視座に入麺 もの}鯵昂 どみら
『1響 一, 量
醜 き・。.ζり主耀 靴 しで越 鰍 階に紛 るわが国繍 の 「国際化」、〃ミ臓 的近鱗 格化した
こ とを あげ.る.ことが で き:よう。す でに1か な りρ 蓄積 を もつ 地理学 におけ る外国研究 をみ て も,分
析視角 ・方法 とも歯内地域研究の外国版宏もい うべきものか,:あるいは地域簡 ・国家間関係に着 目
したとしても,袖瞬 廠 獅 ・老雄 る[ものが威 い朔 暢 籏,胡 ρ.「畷 化」を
.rf'・i.・1髄二 」辱 幽
理 鯉す る うえで,,指針を与 えて くれ るよ うな 研究は少 ない。 、
筆者は,近 年のわが国経済の..「国際化」段階は,資 本主義発展上の不可避的な過程 として把握さ
れるべきものであ葛 と考える。 また,こ の過程は巨大資本ゐ行動様式に最も集約帥に表現 される。
1,
きちに,こ の過謹を空間的次元 で掟えるならば,;つ の相反する方向控をもつ準運動として捉える
こ とがで きるの である。-
一つは,内か ら外への運動である。わが国の国民経済内で生成 ・発展 し,巨大化 してきた企業の
活動空間は,一 般的には狭域から広域,す なわち局地,地 域,地 方,国 民経済へ,さ らに近年では
㌦ノ「
国民経済の範域をはるかに越え,海 外へ急速な拡大を遂げ,多 国籍化 してきているω・ これを通 じ
て,わ が国経済は国際経済 との関わ りを質的 同量的に強め,国 際経済における影響力を増 してきて
い る。,τ'
他 の一つ は,F外か ら内へ の運動 であ る。具 体的に は外国資本 の 日本への進 出 とそ の ウエイ トの上
ム
昇である。 これにより,日本経済は,巨 大な外資系多国籍企業が全世界に張 り巡 らす支配の網⑱目
に よ・り強 く組 み込 まれ,'その枠 組のなか で相 対化 され,位 假づけ られ るよ うに な る。・.こうして∴ 日
本経済に国際経済によ り強 く巻 き込まれ るよ うにな り,その影響をより強 く受 け るようになるポ
∴この;つ の運動は表裏一体的関係にあ りか本 質的にはジ両者を統学的に理解す ることが重要であ
る1ことはい うまで もないO特]'Tr`世界経 済の覇 権 をめ ぐ,り,'巨大 資本間 の競争 ゼ対 立が激化 す るなが
で,新 たな発展局面に対応 して浮び上 が って ぎてい る世 界経 済 の空 間秩序の理解・ これセこ深 く関わ
o
りなが ら国民経済内部ではジ・独占資木の合理的 ・効率的支配のための合 図的な空間秩序が形成され
て きつつ あるが 乳':そのノ.カrズムリ理解 も,そ の枠組に も・とついて,は じめて可能 とな るものであ




本稿では,紙 数の関係もあ り,このように展開するわが国経済の国際化を,特 にわが国銀行の空




(D国 民 経 済 レ ベ ル ま で の 研 究 に 関 し て は,Taylor,M.J.「Organizationa且growthspatialinteraction
andlocationdecisionmaking」『RegionalStudies』9昭和50年,pp.313～323,Watt:,H.D.『The
largeindustrialenterprise』CroomHe霊m昭和551,大 塚 久 雄 『資 本 主 義 社 会 の 形 成II』(大 塚 久 雄




zationCorporatio司『ProgressinPlanning』昭 和54年pp.ユ55創237な ど の 労 作 が 参 考 とな る 。
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h・li・k・g66fidd・・t・i・iplant・1・'C・n・di・…q・ y」rE・ ・n・出1・G・・9、a両 』「52'昭秘1年PP
i・、
127-141,宮崎義 一 『現代 資本三Z:と多 国籍 企業 』岩 波書店.昭 和61年 ・な どが参考にな る。













わが国の経済は,高 度成長期か ら低成長期への移行過程で,急 速な国際化を遂げてきている。 こ
の国際化は,一 面でに最近の外国製品(日 本企業の外地生産を含む)・外国人労働者 の 日本市場へ
」
の活 発な参入 もあ り トピカルに クローズ ア ヅプされて きてい るが,そ れ までの段階 では,主 には輸
出の増大や企業の海外進出など対外事業 の積極的展開によるものと・して捉えることができよう。・
、.わが国の輸出の世界市場におけるシェアの推移をみるとゴ昭和40年代か ら昭和50年代前半までは
7%前 後 で推移 して きたが,「昭 和55年以降急 速 に増加 し,昭 和60年には9.9%を占あ る之U・だ る。'
一.これに並行 して,生 産要素の一つである資本の国際化が展開して'いる。これを海外直接投資動向
・
において捉えてみるとゴ昭和26年の開始か ら昭和40年代中頃までは,年 に1'がら2億 ドル程度で推
移してぎた0'しかしジ昭和4A年10月か ら海外投資自由化措遣が数次にわた り実施 さ乳たととに より」
昭和40年代後半になると,その規模は急速に拡大する。特に,昭 和47年6月に直接投資の完全 自由
・
化が実施 されたのに ともない,昭 和48年度の規模は35億hルに達 し,第一次海外投資ブニムともい




和51年度には再び34億ドル台に まで回復す る。'さらに,昭 和53年度以降 比なる と,昭秘6年 度に89
億 ドル,昭 和59年度 には初 めて100億ドルの大 台に乗 り,昭 和61年度 にぽ223億ドル; 昭和62年度に
は334億 ドル と, その増勢は:加速化 してきてお り, 第二次海外投資 ゾームともいえる状況を示 して
きて い る0
この間に,政 府指導の影響 もあ るが,海 外事業 の発展 を背 景に して,'資金の運用'・調達の中心が
短期性資金か ら長期性資金に移ってきているC第1表 を参照)。昭和40年代にはジ長期資産の総資
産に占める割合は30%台に とどまっていた。昭和50年代になると ・そ め割合は50%台とな り,短 期
資産のそれを上回るように な る。 昭和60年代たなると,その割合は60%台を占める」:うにな るδ民
間部門がその主翼をなしてきたことはい うまで もない。民間部門のなか で も∫・特 に昭和50年までは,
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く.,ほぼ20%台で推 移 して きて い る。
層.
さて,.藍の第一次 ブー ムと第二次 ブ ームの問には,投 資 の規模 的な差異 に くわ えて,貿 易摩擦 が
激 化 した り, 国際為替 レー トが激変す るなど国際経済環境が急激に変化するなかで,ま た技術開発
力
脚 ・
・資金調達力 ・販売力などわが国企業の経営資源の蓄積がすすむなかで,質 的にもぎわめて大 き
な違いが認め られるのである。;例えば,産業部門別にみると,従前の資源開発を中心に した投資か
わ,:電機 ・輸送 機 ・機誠などの加工組立型産業を中心に,現地生産を含めた海外直接投資へ重心が
.移行 して きてい る。 しか もヂ地域 的には,・ア ジアNIEsに加 え ア メリカ ・ヨー ロ ヅパな ど対先 進国
向け投資が急増 してい る。.この ことは, 日本 の企業が アメリカ合衆国や西 ドイツなどの企業のよう
に,先 進国も含めた世界的な視野での経営,い いかえれば多国籍企業の国際経営戦略を取 り入れる
・よ うに な っ て き1たこ とを 示 す もの で も あ る(17。
このよ うなわが国企業 の グローバ リゼーシ ョンと並行 して,あ るいはそ れを先導す る形 で,わ が
国金融の国際化が急展開 してきている。戦後の銀行の国際業務の発展状捉の推移をみると,一つの
大きな流れをもって推移 してきたことが分がる。つま り,外国為替業務か ら国際金融業務への発展
で ある。わが国の外国為替業務は,昭 和24年の外国為替管理委員会令公布施行にもとづ き,東京,
「 一
帝甲唄 耕 肝 代田.(現三菱)涕 一 引 樹 葉(現第鋤 業),富・島 神戸(現大堺 戸)汰
阪(現 住友),三和,.大和,東 海 の11大 銀行 の独 占が制度的に保証 され た分野で あった。 しか し,
昭和38年1月, 乙種為替銀行である協和 ・埼玉 ・北海道拓殖の3行 に海外 コル レズが認め られた こ
とに函 り,
蜀
それまでの甲種為替銀行と乙種為替銀行o;間の厳格な区別Y'変化がみ られ るようにな る。











ア つた 〔2)Cこうしたなか ℃ と りわけ昭和40年代 後半Y'なる と,





(%)事 業会社の海外進出が進み,外 国為替取引 とあわせて現地貸付
100.0
・49年 99.6 0.Cの 需要 の拡大,発 展途上 国の資源蘭発 ・工業 開発な ど,旺 盛 な
、


























広.い意 味 での国際 金融 業務の展開を強 めて きてい る(3)。16.2




20・8を 参照),昭 和52年まセは100億ドル 台で推 移 していた が,昭 和
61年 74.7 25φ3`● ・
53年には300億ドル 台に,昭 和55年には500億ドル台,昭;和58年
資料: r大蔵省国際金融局年報』
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昭和20年代か ら海外立地展開を進めた,い わゆる先発銀行には,外 国為替専門銀行である東京銀
行を筆頭に,三井銀行 ・三菱銀行 ・富士銀行 ・住友銀行 ・三和銀行が属する。昭和30年代か ら海外
店舗網を展開 してきた銀行は日本輸出入銀行 ・日本興業銀行 ・第一勧業銀行(前身を含む)・大和銀
行 ・東海銀 行 ・太陽神戸銀 行(前 身 を含む)で あ る。 昭和40年代 に入 っての展 開は長期信用銀行 ・
日本債権信用銀行 ・協和銀行 ・北海道拓殖銀行 ・埼玉銀行 ・三井信託銀行 ・三菱信託銀行 ・住友信
託銀行 ・中央信託銀行 ・山口銀行(釜 山駐在員事務所)と なる。昭和50年代になると,商工中金 ・
農林中金 ・安 田信託銀 行6東 洋信託銀行 吃:足利銀行 ・常陽銀行 ・千葉銀行 ・横浜銀行 ・八十二 銀行 ・
一7一 一
90
北陸銀行 ・十六銀行 ・百十四銀行 ・禰岡銀行が海外店舗を有するようになる。昭和60年代には,さ
らに中位地方銀行 ・上位相互銀行への広が りを示す ようになる。 しか し,これら後発銀行の 「店舗




るに過 ぎな いのに,店 舗数 では44.1%を占め てい る。逆に銀行数 では,36.6%を占め る地方銀行 が
わずかに4。9%を占めるのみであ り,業態間にかな り大きな格差が存在することが分かる。
こうしたことを念頭に置き,業態別に都市 レベルでの配置状況をみた ものが第3図 ・第9図 ・第
5図 ・第6図 である。 これ らの図では,資 料の都合上現地法人を含めていないが,i店舗の立地展開
の基本的枠組は十分に把握す ることができよう。
昭和40年時点の店舗網展開(第:3図を参照)を みると,海外46市に配置された99店の うち,都 市
銀行の店舗は22市に配置された37支店,31市に配置 された33駐在員事務所であ り,1両者を合わせる
1
と,45市に70店舗 が置かれてい た。 この店舗 数 は全 体の74.5%にあたる。 残 りは政府系 金融機関か,
」
長期信用銀行の駐在員事務所である。 この段階では,海 外店舗網はそれほど濃密でな く,特定地域
へ の集 中 も著 しくない。 特に,特 徴を あげ るな らぽ,ニ ュー ヨー クと ロソ ドソへQ集[11,香 港 か ら
イ ン ドにか けて のアジア地域 へ の立地 が 目立つ。
次に・昭和50年時点の店舗網展開状況をみると(第4図 を参照),228店が世界4～53市に配置され
ている。 この うち都市銀行の店舗は38市に配置された89支店,36市に配置された93駐在員事務所で
あ る。 両者合 わせ る と,全 体 の79.8%にあた る182店舗 が5ユ市 に置かれ てい る。 その他 の業態 の銀
行の進出 もみ られるが,依 然都市銀行の展開が圧倒的である。 この時期になると,店舗配置の拠点
的展開は よ り明確 とな る。例 えば,都 市銀行1ζよるニ ュー ヨー クと ロソ ドソへ の重 店配 置は完 了 し
き
て い る・ 次 い で ・ ロス ア ン ジ ェル ス ・香 港 ・シ ン ガ ポ ー ル に も集 中 が み られ,さ らに デ ュ ッセ ル ド
も
ル フ ・フ ラ ン ク フル ト ・ベ イ ル ー ト ・ジ ャカ ル タ ・シ ドニ ニ ・世 ソパ ウ ロな どで もそれ よ り弱 い も
のであるが,二 足の集中がみ られる。また,パ ナマに都市銀行の支店が設置 さ乳たことは,そ の後
の展開を捉えるうえで重要である。
昭和60年時点 に なると 、(第5図を参照),店 舗数は557店とな り,そ の置かれ る都 市数 も74市に増
加する。この うち都市銀行の店舗は38市に配置された137支店,59市に配置された251駐在員事務所
であ る・両者合 わせ て,全 体の69・7%にあたる388店が74市に 置かれてい た。 この時期にな る と,・
都市銀行 は,前 期 の2都 市 につ づい て乳 シ カゴ ・香港 ・シ ンガポ ール 。北 京 ・ソウル ・シ ドニーで
店 舗 配 置 を完 了 す る。 これ に 次 い で,ト ロ ン ト ・ロス ア ンジ ェル ス ・ヒ ュー ス トン ・メキ シ コ シテ
9
イ ー 配サ ン パ ウ ロ ・ ブ エ ノ ス ア イ レ ス ・バ ン コ ク,・ ク ア ラ ル ン プ ー ル ・ジ ャ カ ル タqバ ー レ ー ン .・
マ ド リ、ッ ド ・デ ュ ッヤ ル ドル ブ ・フ.ラソ クブル ト ・パ リに もか な りの 集 中 が み られ る。.他でに シ フ:
トル ・サ ン フ ラ ン シ ス コ ・ア ト ラ ン タ ・パ ォ マ ・チ ュ ー リ ッ ヒ ・テ ヘ ラ ン ・上 海 ,・.広州 ・』マ 県 ラ な
b
どでも一定 の集中がみ られ るよ うにな る。
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の店 舗は42市への163支店,62市への250駐在員事 務所 であ る。両者 合わせ て413店を75市に配 置 し
てい る。海外 店舗総数 に占め る都市銀行 の割合は66.6%と,前期 に比べ て さ らに 低下 して い る。 配
置状況 は昭和60年時点 とあ ま り変わ らない よ うに みえるが,わ ずか2年 の間Y',シソセ ソ ・大 連 ・
ケイマソなどへの立地はかな り急速に進んでいる。前2者 は中国の潜在的経済力 ・i後の経済発展
の可能{:に対す る先行 的配置で あ り,後 者は 「タ ックス ヘイ ブ ン」 へ0)配置 で あ り,特 に後者
は,企 業成長 と地域あるいは国家な どといった既存の政治行政的な空間的枠組 との間に不可避的に
存在する矛盾 ・問題の国際化とい う新たな段階における発現形態 であるといえなくもな く,今後大
きな問 題 とな って くる可能性 を秘め てい る(3)。
このような都市銀行の店舗配置に対 して,そ の他の業態の銀行の店舗立地をみると,長期信用銀
行 と信託銀行は,ほ ぼ蔀市銀行 と同様 の展開を示すが,店 舗数の少ない分主要都市への拠点性を強
ユ
,
め ざるをえない。地 方銀行 もほ とん どが2。3の 店 舗 しか有 さない ため,そ の立 地は 二 ー ヨー ク・




さて,店 舗の数的分栃では,如何なる従業員規模の店舗でも1店 として集計 されるため,店 舗間
に実質的に存在す る規模格差を無視 して しま うことになる。 このことは,店 舗間に.配分 さ れ る 機
能 ・役 割,そ の ウエイ トも軽視 して しま うことに もな る。 そ こで,次 に,海 外 店舗従業 者数 を都 市
`





の推移をみ る と,昭 和40年には,記 述 の よ うに店 舗X74.5%に対 して,98.7%。同 じ く昭和50年 で
は,店 舗 数 で は79.8%であ った の に 対 して,92.4%。 昭 和60年 で は,69.7%に 対 して,81.1%。 昭
和62年では,66.6%に対 して,・73.8%をそれぞれ 占め,都 市銀行 の店 舗規模が 椥対的 に大 きい こ と,
他業態 の銀行の積極的な海外進出もあ り,若干ウエイ トを下げつつあるが,海 外従業員数のほとん
どが都市銀行員に より占め られていることが分かろ う。
これを都市別配置状況でみると,ニ ュニ耳㌘クへは,昭 和40年にはわが国銀行の海外店舗総数の
`
14.9%,従業 員数 の19.0%が集中す る。昭和50年には,そ の割合 はそれぞれ10.1%・18.6%,昭和
60年5.9%・15.3%,昭和62年7.6%・19.0%とな り,両 者 の 割合 の差 に 拡 大 傾 向 が み られ る。 こ の
9
ことは,店 舗が規模的に拡大してきているζとを示す ものである。都市銀行のみの動向でみても,
これ とほぼ同様の傾向が捉え られ る。
次 い で,ロ ン ドンに 大 きな 集 中 が み られ る。 昭 和40年 の13.8%・ユ6.O%,昭 和50年10.5%・14.0
%,昭 和60年6.1%・ ユ3:6%,昭和62年 に は6.3%・14,5%とな る。 二 大 金 融 セ ン タ ーの 全 体 に 占 め
る割合は,店 舗数では半減するが,従 業員数では依然 として全体の3分 の1を 占め,拠 点性を一層
強め てきてい る。
以上 の2六 都 市 に加 えて,近 年 では,香 港 とシ ンガポールの ウエ イ トが上昇 して きて い る。 香港
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れ そ れ6,1%・8.1%, 昭 和60年6.6%・13,7%,さ らに 昭 和62年 に は そ れ ぞれ7.9%・11.9%と,急
死;
速 な上昇 を示 して きてい る。 シ どガポ ール の場 合には,昭 和40年にそれ ぞれ32%・5.1%,昭 和50
年5.7%・5.2%, 昭 和60年4.1%・7,5%,昭 和62年 に は3.7%・7.4%に 上 昇 して い る。 この結 果,
!
4大 国際金融 セ ンタ「の比重:は,店舗数 では,昭 和40年の36.2%から昭和62年には25.5%に低下す
旨、
る が, 従業員数では, 同期 間に逆F`48.6%から52.8%に上昇す る。'この よ うに,店 舗 の立地分 析 の
みか らは,一 見分散的配置が進行 してきている捧 のようにみえるカ㍉`実質的をζぼ彪拠点都市への集
、
覧'




昭和62年時点に100人以上500人未満の従業員を有す る都市は ロズオソジェルス ・シ
」
カ ゴ ・ブエ ノ ス アイ レス ・パ リ'・デ ュ ッセ ル ドル フ ・プ ラ ヅセ ル ・ジ ャカ ル タ ・クナ ラル ソ プー ル ・
、
ノミソ コ ク ・ソウルの10市めみ とな る。店舗 の数 では多 くな って きた北京 ・上 海 ♂ジ ンセ ソな どの中
'■
国の諸都市では,従 業員が1人 あみ ゐ店舗 も少 な くない。 また,.バナ曳 ・ケイ マ ソな どでは支店形
態 で進 出 していて も,層従業 員1人 と小 うケースが多 く,そ れ らの店 舗配 置の意 味 が,一 般的に考 え
られてい る金 融業 務遂行 めたあでは な く,全 く'別の所 に あ るもの も多 い。 ・
こ の よ うに, わが国銀行の海外店舗網は,共 産圏を除き,ほ ぼ世界を カバニす る形で拡張されて






ぽ,カ ナ ダ ・
海外店舗の設匿には,国 内あ金融政策の他に,・進幽光の国および地域の金融政策に規定 され る。例え
」




限定されている。このため各国 ・洛地域の経済 ・'金融情報の収集,日 系企業人の金融協力,将 来の支店
設置の前座的意味で設躍されるこ≧が多く,.設置にあた り;特に許認可を必要としない。支店の場合に
は二つ形態 があ る。'二・うは ブラ ンデ"(Branch)であ り,他 の一つ はエ イジェγシー(Agency)であ る。






ニ ュ ー ヨ ー ク ・ロソ ドソた置か れている支店 は,ブ ランチ の形態 を取 る ものが多い。
P
(2)例 えば, 信託銀行は昭和4s年12月に,6社 合同とい う形でニューヨークに駐在員事務所を開設 したの
を足掛 りに, 昭和49年にほ,三 井信託銀行と三菱信託銀行が,と もに自前の支店を二手一ヨークに置 く
よ うにな る。
(3)国民経済 レベルでは,企業本社の都市間移転によ り,また不況座業を抱えた堆域外棉こよ り,企業 と
い うものが如何なる局面においてみても,決 して地域と運命共同体でないことが明らかにされている。















る国際業務の比重が増大 してきている。例 えば, 昭 弟3表 :全国銀行資産に占める海外支店資産
の割合の推移
和62年度の国内 ・国際業務関係利益をみ ると,東京 .、-＼'
銀行の国際業務のウエイ トが73.2%と高 いのは あ ら 、森 ＼ 全国銀行総資産㈲. 海外支店総資産⑧ B/A(%)
丸 め てい うまでもない。 し か し,.三井銀行 で も21,3
一 一,一 冒冒
昭和51年, 1,621,012i43;06C E,8
%,住 友銀 行 も21.0%を占め てお り,国際業務が大 52年 1,750,496151,880
、8.7
53年 1,930,015174,491 8.8
銀行にとって重要な業務部門の一つになってきてい 54年 2,104,330269,0sf 12.8・
る 。 55年 2,308,461384,30516.6
56年 2,498,872513,71E20.6
、彩 れ を,、海外支店資産状況でみると (第3表を参 57年 2,724,126・727 ,904 「26.7











ケタ台 に乗 り,昭和56年には250兆円 の20.6%,昭 . 61年 4,215;5061,325,59431.4'
和59年には332兆円の31.8%を占め る よ うにな るb
62年 4,755,7891,321,581..27.8
●L





達 した後, 停滞ないし低下 したが, 昭和62年でも E
476兆円 の27:8%.(132兆円) と; 依然 としてかな り高い水準を維持 している。 1
・海 外支店の資金吸収 と運用状況をみると (第4表 を参照),昭和40年代 まで主要な部分を占めて
きた輸出入為替が縮小し,代わ って資木取引関係為替が著 しく増加 している。貸付金,特に現地貸
付は シソジケー Fロー ンやイ ンパ ク ト・P一ンの増加 に ともない,・資産 の2割 か ら3割 を+貫 して占
めて きてい る。貿易手形は,第 二 次 オ イ.ルシ ョ.ツクによる世界貿易の縮小などを反映 して,また借
入 コス トの相対的 に安 いイ ンパ ク,・トn一 ンや海外 金融に シフ ト.した のを反映 してか, 昭和53年以降




店 舗 資 産 1負.一_r一 一 」一 一r 1債 その他とも
,'(数)
1
(数) 現金預け 等 有価証券 貿易関係手形 現地貸 預 、 金. 譲渡性預 金
合計(資産 ・
負 債共通)
一 一 . ,.o一
・昭和51年
'
22 107 20.3 1ガ8 15.0 as.6 59.0・ 一 '100 .・0
52年 23 118 '25.7 1.5 13.8 28.2=62、5 一.「. ・100.0'・
.53年 23. 122 27.4 2.2 1A.9 33.6 61.7 一 10α0 ..
'54年 偽 '127 29.8 '2.3 i7.4 32:9 55.C 12.C・ 10α膠0
.'55年 23 139 37.3
`2
.3 9.0 '28.4 58.0..12.0 100.0'
56年,. 24 151 41.3 2.6 7.5 28.4 61.0 14.E 100.0,
F
57年 24 159 47.6 3.2 5.6 26.7 64.0 10.7 100.0
58年 24' 168 47.3 ・4.0 '・5.6 26.9 64.8 11.7'. goo.0
59年 24 177..45.4 '5.9 4.5 25.3, ・66 .3 10.9 ユ00.0
60年 25 189 40.9 7.5 3.8 23.5 67.1 7.2 ユ00.0
'甲61年
27 204 39.1 7.6 2.8
.
22.2 69.2 8.2 100.0
62年㌔1
'
30 ・[226 36:?. 7.2 2.9 26`1 66.8.8.6 100.0




合 は,昭 和51年に は20.3%,昭 和55年 に37.3%,昭 和56年 に4].3%,昭 和57年 に は ピ ー クの47:β%
を占あた。その後,そ の割合は減少傾向を示 し,一昭和62年には,依 然 として最大の部門に変 りない
が,36.7%にまで低下する。 これに対 して,わ が国銀行の国際証券業務への積極的参入を反映 して,
有価証券 φ比量 が一貧 した上 昇を示す。昭 和51年の割合 は1.$%であ ったが,1昭和62年には7.2%を
「
占φ る よ うにな る。
この ように,.資産運用は,か な り質的 な変 化 を遂げ て きてお り,そ の 内容 も非常 に多様化 して き
でいるのに並行.して,ζ 才濾 取 り扱 う場所にも変化が生 じてきている.こ の動 向を,三 井信託銀行
の例で具体的に捉えると,「国内業務収益を国内店,海 外店則 でみると,昭和53年頃までば国内店
啄葦が圧倒的な比重を占めていた。その後,海 外店の収益が急激に伸びたのに対し,国 内店収益は1
貿 易量の伸び悩みや,ス プレ ッ ト.(資金の調達 と運 用の 間の利幅)の 低下な どに よって停滞 し,59
年3月 期 では海外6,'国内4の 収 益割合 とな った。 なか でもニ ュー ヨーク,「ロソ ドソ商店 の収 益 は,
海外部門の大 きな牽引 となっている」ω。
さて,次にわが国銀行の海外都市での資金ポジシ ョンを,都 市銀行め支店 レベルでめ資料を もと
に してみ てい こ う〔S)。昭和60年9月 末現在,都 市銀行13行が海外136支店 を通 じて吸収 した預金(以
下,海 外 預金 とい う)は59兆3,070億円であ る。 これ に対 して,.海外貸出金 は21兆4,707億円で あ り,
預 貸率は36.2%であ る。
.「・これを都市 レベルでみ ると,最 大 は,都 市銀行 が支 店 を 置 くロン ドン で あ る。海外 預 金の実に
45.4%にあた る26兆9,284億円がpン ドンにお いて吸収 され てい る。 これに対 して,貸 出金 の比 重
は預金のそれ よりも若干低 くなるが,そ れでも32,2%と各都市のなか で最大め割合を占める。しか
し,預 貸率は25.7%とかな り低い。'ロン ドンに次 ぐ割合 を 占あ るのは,預 金 において も,貸 出金 に
おいて も ニューヨー クである。 同様に都 市銀行13行が支店 を置 くが,預 金 は8兆6,182億円で,海
外 預金 に占め る割 合は14.5%とFソドソの3分 のi以 下 とな る。 これに対 して,貸出金は5兆1,373
億 円であ り,海 外貸出 金に占め る割合は23.9%と高 い。 これに よ 房 預貸率 は59.6%とな る。 預
金 ・貸出金においZ第3位 砒 重を占めるあはシンガポールである・恥 く,都1市銀行・3行が支店
を置 いてい るが,預 金 量に8兆2,122億円 で海外 預金の13.8%,貸出金は1兆8,458億円 で海外貸 出
金 の8.6%を 占め る。 預金 ・貸 出金に おいて第4位 の規模 を持つの は香港 で ある。 都市銀行13行が
ユ4姑 を配置 してt・るが・'搬 量・よ5兆8,・与7聯 で酬 飴 の9.8%・貸 出金 は1兆 ・・眼 酬 で
海外貸出金の8.2%を占める。 この他では,次 の3市 において 工兆円を超 える規模の預金吸収がみ
ら姻 ・第5齢 ブラ ラセ ルでは・5支 店F・よ り酬 預金ゐ8・・%に あた る4り也・・744蜘が・獅
位 の パ リでは, .2支店 に よ り同 じ く1.9%にあ た る1兆1,534億 円 が,.また 第7位 のGス ア ソzル
スでは,ユ1支店 に よ り同 じ く1.8%にあた る1兆828億円が集め られ てい る。 これに対 して,貸 出金
が ・兆円を載 るの・獅 位 ・スァ.ンジSル スの 桃 名498即(5.・%)までである・ ≒卿 では・
第6位 に は,4.5%に あ た る9,693億円 の プ.ラッセ ル カ1,第7位 に は,3.9%に あ た る8,459億円 の パ
ナマが続 く。 この集中状況をみ ると,上 位2市 で海外預金 の59.9%,海外 貸出金の56.1%を占め る。
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上位4位 まででは,そ の割 合は それぞれ83.5%,72.9%を占め,き わめ て高 い地 域的集中{生を示す 。
都市別 に1店 舗あた りの預金 ・貸出金の平均規模をみ る と.第1位 は ロソ ドソの2兆 円で,こ れ
は 他 と比 べ ると突出 してい る。 第2位 は ブラ ッセルの9,549億円,第3位 は ニュー ヨー クの6,629億
■
内,第4位 は シ ン ガポ ー ルの6,317億円,第5位 は パ リの5,767億円 とな る。
次に,各 銀行の海外支店が吸収する資金の規模lts位をみ るとう第1位 は第一勧業銀行の8兆5,939
億 円,第2'位は富士銀行6兆8,728億円,第3位 住友銀行6兆$,66$億円,第4位 三和銀 行6兆5,872
霊
億 円,第5位 三菱銀行6兆5,430億円,第6位 東京銀行5兆1,588億円,第7位 東海 銀行4兆5,981
徳日,第8位 三井銀行4兆4,024億円,第9位 大和銀行2兆1,758億円,第10位太陽 神戸銀行2兆
1,070億円,第11位埼玉銀行1兆9,264億円,第12位北海道 拓殖銀 行 ユ兆8,244億円,第13位協和銀
行1兆6,509億円 とな り,国 内におけ る資金規模順 位 とほぼ連 動 している ことが分 か る。
個別銀行 内での各海外支店の資金規模順位をみ る と,都 市銀行Y3行のすべて において ロソ1'rン支
店が最大規模 を誇 る。第3拉 の内訳は,ニ ュー ヨー 名支店 が7行,香 港 ・シ ンガポ ール ・ブラ ッセ
P
ル が 各2行 とな る。 第3位 の 内 訳 は,シ ンガt一 ルが6行,テ ユー ヨ.一ク3行,香 港 ・ブ ラ ッセ ル
「
各2行 とな る。 第4位 を み る と,香 港 が5行,ニ ュ ー ヨ ー ク ・シ ン ガ ポ ー ルが 各3行,ブ ヲ 呪 セ
ル ・ロス アンジェルス各1行 とな り,ニ ューヨー クに立地す る支店 の行 内での資金規 填順位は,す




業銀行が,第2位 以下は三菱,三 和,東 海,富 士,住 友,東 京,三 井,北 海道 拓殖,.大和,太 陽神
戸,埼 玉,協 和銀 行の順 序 とな る。 ニュー ヨー クでは,第1位 は やは り第一 勧業 銀行 であ る。 これ
に三菱,三 和,富 士,住 友,東 海,東 京,三 井,太 陽神戸,協 和,.埼玉,大 和,北 海道拓殖銀行 の
順 とな る。 シンガポ ールで も第1位 は 第一勧 業銀 行であ る。第2位 以下 は富士,三 菱,住 友,東 海,
大和,三 和,東 京,三 井,北 海道拓殖,協 和,埼 玉,太 陽神戸 銀行の順 とな る。香港 では,第1位
は富士 銀行 であ る。 第2位 以下 は東海,三 和,三 菱,東 京,三 井,`住友,埼 玉,第7勧 業,大 和,
協和,太 陽 神 戸, .北海 道 拓 殖 銀 行 の順 とな り,ロ ン ドン ・ニ ュー ヨー クな どの パ タッ γ:と異 な り,
上位行 と下位行がかな り入 り乱れた順位を示す。 この他では,第 一勧業銀行支店の資金規模は,デ
5
ユ ッセ ル ドルフで第4位 にな る以外はす でて第1位 を占め る。富士銀行は 香港 に加 えてパ リで も第
.1'位とな る。:住友 銀 行 は デ ゴ ッセ ル ドル フ ・ブ ラ ッセ ル ・ケ イ マ ソ ・シ ア ト1Lで第1位 とな る。 こ
の他では,東 京銀行が フラ ンクフル}・ マ ドリッ ドで,三 和銀行が サ ンフ ランシス コで第1位 の資
金規模を誇っている。,
各銀行の店舗毎 ごどの預貸率をみて,、それ らの資金 ポ ジシ ョンを捉え よ う。資 金規模最大 の ロソ
ドソでは,預 貸率は最高 でも太陽神戸 銀行の36.7%にとどま り,相 対的に 低い。 これ に対 して,二
審一:ヨ門 クでは東京銀行88,8%,富士 銀行80.5%をは じめ と して高 い預貸率 を示 す。.最低で も,埼
玉銀 行の35.2%とxソドソの最 高値に匹敵す る。香港 では,単 年度統計 のため の誤差 もあろ うがt
住友 銀行 の86.5%から東海銀行の6,6%までかな りの差がみ られ る。 シ ンガポールにおけ る各行支
一21一
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第it図 わ.が 国 の 外 国 為 替















, 、r大蔵省国際金融局年報』第2回 昭和55年版 p」・lds「本邦外為銀行の国際業務展 開・




顕 賞率を示ち.三費 輌.棘 銀行では…%を翫
預金吸収力競 髄 激1・ ない;.百 億円},r1`してい翻 様の桝 シ聯
卸 サ ソ芦 粒 ス ・ ・パナマ ・ソウル ・デめ セル ドル フ ・ゼ ドリ。 ドな どで もみ られ る。 刈
王卿 .大和 脚 ・北海飾 殖蜘 瓜『
や デ ュ ヅセ ノリ'ドル フでは,預 金 が 多 く,
「-
貸 出金が 少ないため預 貸率は低 くな る。'ケイ マ ンの2支 店
.算
をみ ると,住 友銀行 でぽ預金5,104円 を 集めそい るのに, 貸 出金はぜ ロであ る。'逆に,東 京銀行




特 に 「タ ックス ヘ イ ヴ シ」,あ るい
層19
.1.
ほ本邦企業の進 出力競 較的新 しく,ふつ急増 している都市に多 くみられる。
(1)『三井濡話銀行六十年のあゆみ』pp.179^18(,
`(2>'『金 融 ピ ジ ネ ズ 』 臼召和61年6月 一「ノ 東 洋 経 済pp.96^一11」.
5・.、鉛 わ り に
本 稿での分析結果を少しくまとあてみると,以下のようになるであろう。おが国銀行の海外業務
の展蹴':様嫌 縮 の鋤 の銀行鯵 入してきたにしても・・蝶 綱 の彬 銀行である上位飾
銀行の独占とい う基本講造セ」あま り変化はみられない。 「
:例えば,'・わが 国外国為替銀行 め国際業務展開を1一 亘一nl一LW-V-VIめ6段階 にわひ せみ ると
(第11図を参照)〆都市銀行はいずれ も贋の段階に到達 している。 しか し,先 発都市銀行,・日本 輸出
入銀行と日本興業銀行は昭和40年代に,'後発都市銀 行,長期信用銀行2行,上 位信託銀行は昭和50
年代に入ってか ら到達 したものであ り,両者 のネ ッ トワー クに は, かな りの力の差が存在する5・下
・
位信託銀行は∴現在でもV葭階にとどまっている。地方銀行はおよそ半数がV段 階匿あ り,・残 りの
半数はIV段階にある。相互銀行と信用金庫の場合,上 位機関ではすでにIV段階に達しているものも
あ るが,多 くは 皿もし くは皿:の段階に ある。・この よう,に,・海外業務麗麗には∴各金融機関間の能力
と も深 く関お りなが ら,、か な り明硅な階層性が存在す ることが分か る。・ ・'・!' 、・.、
このこ とは,各 銀行店舗 数,ネ ッ ト ワー クとしてのそれ.ら店舗配置,'その歴史 的推i移において捉
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■[、 」' 雪.「 ≡ 「. !3 1薯
μ, 竜 汁 ■ ■.
の プ ロ七ス上を修 正 ・、 ■ :り ・ ・ .,.1 ・ .㌃ し, '
焔 ととによ謎 翻 ら撮 され鵡'ナ莇 ち,・都緩 行は,享塒 類推 要な磁 歪融凄 輿 ・
に進航; 窃 後は広域的膿 開磁 あるの聞 し七1初⑫ 痴 の多く姓 委細 齢 離 ツ
ターへの進 出を 図 ってい る段階 であ る。
1層'b'1{=,
鴇
」,『 「!.ノ ・ い 、
,',
この結果, 二三ニョLグ'・石 ン 爵シ ・香港 ・シゾガポ』ル濠どに唐舗ぷ著 じく集幽 しそきま』;こと
カミ努が る。
L'しが




しか しなボ ら,'海外醐 め従業者数をみるど,要れ'ぢみ
都市前 身 トをぬ お鋭 してき…そ繊 極点性禄ぎらに強化きれ1(ぎそピること腸ミ朔らか之なら
た 。'
i'{目: .'煽', ガ. 1・,' i8} ;
「 ■曽 「 '
各 部缶内 そのf'店 の負金 規模順 位 をみ る:と,二三一 ゴニ クGゾrン など 遍 よよ基素 的)'T,V
国内 での資金規模順位が踏襲されているカミ1魏 な褒 は,尿たかなり混沌と講 義争状態め視
ヨ
1こあ ることカミ秀演 つた。 し
し 」 .`・1
海碁店舗の預貸率で匠,主要国際金融センタLの うち 二三一ゴーク'ぷ高 く',毎め他庶そ乳庶 雲高
くな蝿 「タ妙 ヌ
i
ヘ イ ブ ン」
;1
,






への配置店舗は,預 金と貸出金のバランスが悪 く片肺的な資金需給状況を示す店舗が多 くなるa
3
全体とじで 舗 の魏 捷業販 資銀 泌 どを総合し蘇 ると油 齢 離 物 筋 切 金
幽 渉 ごを徹 る編 撚 蘭 餅 の主要都市命 潮 的位置づ魔 反蔚 る形容 瀞 国鮪
ゐ海碁舗店が配置ざれできている・といえ義'物とら 本研究におい受入手しえた資粁分析セと基らくヵ£
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7. Finally,asfar'asmy ana董ysisisco皿cerned,it madec聖earthatthe藍argest
foreignfinancialcenterofJapanesefinancialinstitutionsisnot NewYork,bu stilt
London.
5
・
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